
区
長
は
、
安
保
法
制
は
、
国
が
説
明
す
る
「
憲
法
９
条

の
合
理
的
な
解
釈
の
範
囲
内
で
あ
り
、
立
憲
主
義
に
反

す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
憲
法
違
反
の
安
保
法

制
を
容
認
す
る
答
弁
を
し
ま
し
た
。

私
は
、
再
質
問
で
、
内
戦
状
態
の
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
、

政
府
み
ず
か
ら
決
め
た
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
五
原
則
」
の
前
提
が

崩
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
区
長
の
「
安
保
法
制
を
容
認

す
る
姿
勢
」
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名

（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
署
名
）
の
取
り
組
み
を

私
は
、
今
年
10
月
27
日
、
国
連
総
会
で
「
核
兵
器
禁

止
条
約
の
締
結
交
渉
を
来
年
（
２
０
１
７
年
）
に
開
始

す
る
決
議
案
を
、
賛
成
１
２
３
カ
国
と
い
う
圧
倒
的
多

数
で
採
択
し
た
こ
と
」
を
紹
介
。
し
か
し
「
日
本
の
政

府
が
、
こ
の
決
議
案
に
反
対
し
た
こ
と
」
は
、
「
唯
一

の
被
爆
国
の
政
府
に
あ
る
ま
じ
き
、
日
本
国
民
の
意
思

を
踏
み
に
じ
る
態
度
」
だ
と
批
判
し
区
長
の
見
解
を
求

め
ま
し
た
。

区
長
は
「
核
兵
器
（
保
有
）
国
と
非
核
兵
器
（
保
有
）

国
、
の
協
力
に
よ
る
具
体
的
・
実
践
的
措
置
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
」
と
「
核
兵
器
の
段
階
的
解

消
」
を
述
べ
る
の
に
と
ど
ま
り
、
核
兵
器
廃
絶
の
願
い

に
消
極
的
な
姿
勢
で
し
た
。

【
裏
面
に
続
く
）

くらしや区政のご相談
お気軽にお電話ください
３５５１－６８２０（事務所）

３５３３－０５８３（自宅）

こんにちは

加藤ひろし
です
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11
月
24
日
、
日
本
共
産
党
区
議
団
を
代
表

し
て
私
（
加
藤
博
司
）
が
一
般
質
問
に
た
ち

ま
し
た
。

私
は
、
「
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
つ
い
て
」

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
」
「
築
地
市

場
の
豊
洲
へ
の
移
転
問
題
に
つ
い
て
」
「
就

学
型
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
」
「
介
護
保
険

な
ど
社
会
保
障
に
つ
い
て
」
「
勝
ど
き
・
豊

海
地
区
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
取
り
上

げ
、
そ
れ
ぞ
れ
区
長
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

海
外
で
の
武
力
行
使
は
憲
法
違
反

私
は
、
安
保
法
制
の
も
と
で
11
月
20
日
か

ら
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
陸
上
自
衛
隊

は
、
「
駆
け
付
け
警
護
」
「
宿
営
地
共
同
防

衛
」
付
与
さ
れ
，
任
務
遂
行
の
た
め
に
武
器

の
使
用
が
可
能
に
な
り
「
戦
争
法
」
に
基
づ

く
初
め
て
の
海
外
派
遣
だ
。
自
衛
隊
が
「
駆

け
付
け
」
て
、
反
撃
す
る
こ
と
は
、
「
殺
し

殺
さ
れ
る
」
状
況
に
入
り
込
む
と
厳
し
く
批

判
し
、
区
長
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。

2016年第4回定例会一般質問にたちました

区長に質問する私（加藤）11月24日

【

質

問

項

目

】

一
。
安
倍
政
権
が
進
め
る
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
つ
い
て

二
。
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

三
。
豊
洲
市
場
の
土
壌
汚
染
と
築
地
で
の
「
再
整
備
」

に
つ
い
て

四
。
「
給
付
型
奨
学
金
制
度
」
に
つ
い
て

五
。
介
護
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
制
度
に
つ
い
て

六
。
「
勝
ど
き
・
豊
海
地
区
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て



築
地
市
場
の
豊
洲
へ
の

移
転
中
止
を
求
め
る

開
場
を
延

期
し
た
「
豊

洲
市
場
」
、

土
壌
汚
染
対

策
後
も
環
境

基
準
を
超
え

る
ヒ
素
や
ベ

ン
ゼ
ン
、
国
指
針
の
７
倍
の
水
銀
が

測
定
さ
れ
る
な
ど
、
「
地
下
水
管
理

シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
な
い
」
こ

と
、
「
盛
り
土
が
再
汚
染
さ
れ
て
い

る
」
可
能
性
を
指
摘
。
「
食
の
安
全

性
が
担
保
さ
れ
な
い
豊
洲
へ
の
移
転

は
中
止
し
、
築
地
で
整
備
を
行
う
べ

き
」
と
質
し
ま
し
た
。

区
長
は
「
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

都
の
調
査
結
果
や
審
議
内
容
を
注
視
」

と
、
こ
れ
ま
で
の
答
弁
を
繰
り
返
し

述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

返
済
不
要
の
「
給
付
型

奨
学
金
制
度
」
の
創
設
を

私
は
、
中
学
を

卒
業
し
高
校
や
大

学
、
専
門
学
校
へ

の
進
学
の
際
「
家

庭
の
経
済
状
況
が

子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
希
望
を
閉
ざ
す
」
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
、
と
指
摘
し
、
足
立

区
や
荒
川
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

「
中
央
区
で
も
、
高
校
生
・
大
学
生
・

専
門
学
校
生
に
対
し
て
返
済
不
要
の

『
給
付
型
奨
学
金
制
度
』
創
設
を
検

討
す
べ
き
と
質
問
。

区
長
は
「
国
や
都
の
動
向
を
見
極

め
な
が
ら
対
応
」
と
消
極
的
な
姿
勢

で
し
た
。

介
護
保
険
等
の
区
民
負
担
の

軽
減
に
向
け
た
支
援
を

所
得
が
増
え

な
い
中
で
介
護

保
険
や
国
保
料
、

後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
、

見
直
し
事
に
区

民
負
担
が
増
加

し
て
き
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。

介
護
保
険
料
の
負
担
増
や
サ
ー
ビ

ス
の
削
減
は
、
「
軽
度
の
う
ち
に
支

援
・
介
護
を
行
っ
て
重
度
化
を
防
ぐ

『
介
護
予
防
』
の
基
本
を
否
定
す
る

も
の
だ
と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

区
長
は
、
利
用
者
の
「
給
付
と
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
」
と

述
べ
、
様
々
な
区
独
自
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
に
と
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
の

国
保
料
負
担
は
限
界

年
々
高
く
な
る
国
保
料
は
、
国
の

国
庫
補
助
を
大
幅
に
削
減
し
た
こ
と

と
、
家
族
数
が
多
く
な
れ
ば
国
保
料

が
高
額
に
な
り
、
家
族
一
人
一
人
に

係
る
均
等
割
が
多
子
世
帯
を
苦
し
め

て
い
る
、
と
問
題
を
指
摘
し
、
中
央

区
の
国
保
財
政
に
さ
ら
な
る
一
般
財

源
投
入
と
「
区
独
自
に
子
ど
も
の
均

等
割
へ
の
軽
減
措
置
」
を
実
施
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、
国
保
の
「
構
造
的
な
問

題
」
と
認
識
し
つ
つ
も
、
高
す
ぎ
る

国
保
料
を
低
減
す
る
こ
と
や
世
帯
へ

の
均
等
割
の
軽
減
に
は
答
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

高
齢
者
を
差
別
す
る

医
療
制
度
は
廃
止
を

国
が
進
め
る

後
期
高
齢
者
医

療

保

険

料

の

「
特
例
軽
減
措

置
廃
止
や
自
己

負
担
上
限
額
の

引
き
上
げ
」
中

止
を
国
に
求
め
、

ま
た
高
齢
者
を

年
齢
で
区
切
っ

て
別
立
て
の
医
療
制
度
に
追
い
込
む

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
批
判
し
ま
し

た
。区

長
は
「
国
の
動
向
を
見
守
る
」

と
消
極
的
な
答
弁
で
し
た
。

急
激
な
人
口
増
を
ま
ね
く

再
開
発
は
見
直
し
を

急
激
な
人
口
増
に
よ
り
、
交
通
環

境
の
悪
化
や
災
害
時
の
困
難
を
増
幅

さ
せ
る
と
し
て
、
大
規
模
な
再
開
発

優
先
の
ま
ち
づ
く
り
の
見
直
し
を
求

め
ま
し
た
。

区
長
は
「
個
別
立
て
替
え
は
困
難
。

再
開
発
は
有
効
」
と
の
答
弁
。
大
規

模

な

再

開

発

に

伴

う

環

境

の

悪

化
よ
り
も
、

再

開

発

重

視

の

ま

ち

づ

く

り

を

続

け

て

い

く

姿

勢

を

示

し

ま

し

た
。一

般
質
問
及
び
区
長
答
弁
の
全
文
に
つ

い
て
は
、
私
の
ブ
ロ
グ
を
見
て
下
さ
い
。

項
目
ご
と
に
順
次
掲
載
予
定
。
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